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花
月
川
河
川
改
修
に
つ
い
て
国

と
の
協
議
の
状
況
に
つ
い
て
、
土

木
建
築
部
長
は
「
交
通
量
に
つ
い

て
は
昨
年
の
天
領
祭
り
・
千
年
あ

か
り
の
調
査
で
終
了
。
現
在
、
仮

橋
を
設
置
し
た
場
合
と
し
な
い
場

合
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
工
事
期

間
や
費
用
な
ど
の
課
題
を
分
析
、

ま
た
路
線
バ
ス
な
ど
の
大
型
迂
回

路
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
協
議
を

し
て
い
る
」
と
答
弁
。

大
谷
市
議
は
、
検
討
の
中
で
費

用
縮
減
の
た
め
「
橋
を
１
つ
に
す

る
様
な
こ
と
は
出
て
い
な
い
の
か
」

と
質
問
。
部
長
は
「
そ
の
よ
う
な

話
は
聞
い
て
い
な
い
」
と
答
弁
。

地
元
説
明
会
の
考
え
に
つ
い
て
は

「
事
業
の
進
め
方
や
時
期
な
ど
で

き
る
だ
け
早
く
説
明
で
き
る
よ
う

国
と
協
議
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。

大
谷
市
議
は
、
花
月
川
右
岸
の

丸
山
・
吹
上
地
区
の
雨
水
排
水
対

策
の
具
体
的
な
計
画
に
つ
い
て
質

問
。上

下
水
道
局
長
は
「
全
体
の
計

画
は
３
点
に
つ
い
て
見
直
し
て
き

た
。
１
つ
は
重
点
地
区
を
決
定
。

２
つ
は
計
画
降
雨
を
69
・
７
ミ
リ

に
引
き
上
げ
た
。
３
つ
は
排
水
対

策
の
手
法
の
選
択
で
花
月
川
右
岸

で
は
管
路
整
備
や
雨
水
貯
留
施
設

や
排
水
ポ
ン
プ
施
設
の
整
備
を
選

択
し
た
」
「
今
後
は
下
水
道
計
画

の
変
更
で
、
国
に
事
業
を
認
め
て

も
ら
い
、
河
川
改
修
事
業
と
連
携

し
な
が
ら
、
浸
水
被
害
の
軽
減
に

段
階
的
に
進
め
て
い
く
」
と
答
弁
。

大
谷
市
議
は
、
３
月
議
会
で
花
月
川
河
川
改
修
事
業
の
取
組
み
、

同
地
域
で
の
内
水
氾
濫
対
策
で
具
体
的
な
計
画
や
地
元
説
明
会
の

開
催
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
、

市
は
２
０
２
４
年
度
か
ら
３
年

間
の
介
護
保
険
料
を
算
定
に
あ
た

り
、
介
護
保
険
会
計
の
決
算
剰
余

金
と
基
金
の
合
計
で
７
億
円
の
活

用
で
き
る
資
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

う
ち
４
億
７
千
万
円
を
活
用
し
て

介
護
保
険
料
の
基
準
額
を
据
え
置

き
ま
し
た
。

大
谷
市
議
は
、
全
額
活
用
し
て
、

基
準
額
を
引
き
下
げ
る
こ
と
は
出

来
な
か
っ
た
の
か
を
質
問
。

福
祉
保
険
部
長
は
「
介
護
保
険

の
安
定
性
及
び
持
続
性
の
た
め
基

金
が
必
要
」
で
、「
ま
た
85
歳
以
上

の
高
齢
者
が
令
和
22
年
ま
で
増
加

す
る
傾
向
だ
か
ら
保
険
料
は
上
昇

す
る
傾
向
で
あ
る
。
し
か
し
現
在

の
物
価
高
騰
を
考
え
据
え
置
い
た
」

と
答
弁
。
党
市
議
団
は
、
引
き
続
き

負
担
の
軽
減
に
取
組
み
ま
す
。

訪
問
介
護
事
業
所
の
中
小
規
模

事
業
者
は
多
く
が
赤
字
で
あ
り
、

東
商
リ
サ
ー
チ
の
報
告
で
も
、23

年
度
は
67
件
と
過
去
最
多
と
な
っ

て
い
ま
す
。
政
府
は
24
年
度
訪
問

介
護
の
報
酬
を
引
き
下
げ
た
た
め

減
収
で
閉
鎖
・
倒
産
も
増
え
る
の
で

は
な
い
か
と
全
国
か
ら
き
び
し
い

批
判
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

大
谷
市
議
は
、
市
の
訪
問
介
護

の
事
業
計
画
は
増
加
す
る
見
込
み

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
対
策
で

で
き
る
の
か
質
問
。

部
長
は
「
介
護
職
員
の
高
齢
化

や
人
材
不
足
」
に
対
し
て
「
介
護
職

員
の
初
任
者
研
修
や
介
護
福
祉
士

実
務
者
研
修
の
資
格
取
得
に
係
る

講
座
受
講
料
の
一
部
助
成
や
介
護

職
員
の
魅
力
発
進
で
人
材
確
保
に

取
り
組
む
」
と
こ
れ
ま
で
と
変
わ

ら
な
い
内
容
の
答
弁
で
し
た
。
基

本
報
酬
引
下
げ
の
撤
回
を
国
に
求

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

一新橋から御幸橋、丸山町をみる


